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長尾城付近の御霊神社（横浜市栄区）

は
じ
め
に

鉢
形
城
が
歴
史
上
に
登
場
す
る
確
実
な
史
料
は
、
長
尾
景

春
が
関
東
管
領
上
杉
顕
定
に
対
し
て
叛
い
た
「
長
尾
景
春
の

乱
」
を
詳
細
に
記
し
た
「
太
田
道
濯
状
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
ま

今
回
の
秋
季
企
画
展
は
、
プ
レ
北
条
氏
邦
シ
リ
ー
ズ
第
2

弾
と
し
て
鉢
形
城
を
最
初
に
築
い
た
と
い
わ
れ
る
「
長
尾
景

春
」
を
テ
ー
マ
に
ラ
イ
バ
ル
太
田
道
港
や
長
尾
氏
関
連
の
資
料

等
を
展
覧
し
ま
ふ
㌔

1
長
尾
氏
に
つ
い
て

長
尾
氏
は
、
坂
東
八
平
氏
の
石
で
あ
る
鎌
倉
氏
の
一
族
で
、

平
安
時
代
末
頃
に
相
模
国
鎌
倉
郡
長
尾
郷
（
現
横
浜
市
栄

区
長
尾
台
町
）
を
本
拠
と
し
た
景
行
（
景
弘
と
も
伝
わ
る
）

が
、
長
尾
氏
を
称
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
ま
す
1

鎌
倉
幕
府
御
家
人
の
系
統
の
長
尾
氏
の
他
に
、
京
都
に

上
っ
た
長
尾
氏
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都
か
ら
鎌
倉
幕
府
将
軍

を
迎
え
た
折
、
上
杉

重
房
の
家
臣
と
し

て
、
長
尾
景
県
が
従

い
下
向
し
、
鎌
倉
御

家
人
の
長
尾
景
忠
を

養
子
と
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
（
上
杉

氏
が
領
有
し
た
山
内

圧
と
い
う
荘
園
に
長

尾
郷
が
含
ま
れ
る
こ

と
も
そ
の
主
従
関
係

を
形
成
す
る
要
因
と

思
わ
れ
ま
す
）
。
景

忠
は
宝
治
合
戦
で
敗
れ
秩
父
山
中
に
隠
れ
て
い
た
長
尾
景
直

を
養
子
に
迎
え
、
2
つ
の
長
尾
氏
が
統
一
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
笑
南
北
朝
の
頃
、
景
忠
は
上
杉
憲
顕
に
仕
え
、
憲
顕
は
越
後

国
守
護
と
な
り
景
忠
は
越
後
国
守
護
代
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
憲
顕
は
関
東
管
領
に
就
任
し
、
景
忠
は
上
野
国
守
護
代

と
な
り
ま
し
た
。
憲
顕
は
子
で
あ
る
憲
栄
に
越
後
国
守
護
職

を
譲
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
景
忠
が
兄
弟
（
景
恒
ま
た
は
景

廉
）
を
越
後
国
守
護
代
と
し
た
こ
と
か
ら
、
越
後
長
尾
氏
が

始
ま
り
ま
す
（
こ
の
系
列
が
、
長
尾
景
虎
の
ち
の
上
杉
謙
信

を
輩
出
し
ま
す
）
。

2
山
内
上
杉
氏
家
辛
と
し
て
の
長
尾
氏

長
尾
景
忠
の
子
景
直
は
、
鎌
倉
長
尾
氏
の
祖
と
な
り
、
そ

の
子
満
景
は
山
内
上
杉
氏
最
初
の
家
事
と
な
り
ま
ま
長
尾

宗
家
と
し
て
勢
力
を
誇
っ
た
滴
景
の
系
統
を
犬
懸
長
尾
氏
と

い
い
ま
す
1

ち
な
み
に
、
家
事
は
執
事
職
と
も
呼
ば
れ
、
も
と
も
と
は

山
内
上
杉
氏
の
私
的
な
職
で
し
た
が
、
「
管
領
の
代
官
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
公
的
な
性
格
を
帯
び
て
、
山
内

上
杉
氏
の
家
臣
を
統
轄
し
、
主
家
を
代
行
す
る
ま
で
の
権
力

と
な
り
ま
す
1

そ
の
後
惣
社
長
尾
氏
の
思
政
、
犬
懸
長
尾
氏
の
憲
景
（
満

景
の
子
）
を
経
て
、
長
尾
景
仲
が
家
事
と
な
り
ま
す
ご
」
の

人
こ
そ
が
長
尾
景
春
の
祖
父
に
あ
た
り
、
後
述
す
る
白
井
長
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尾
氏
の
勢
力
を
飛
躍
的
に
伸
張
さ
せ
た
人
物
で
す
1
文
安
5

年
（
1
4
4
8
）
に
景
仲
は
家
事
に
就
任
し
、
名
実
と
も
に
長

尾
氏
一
族
の
最
有
力
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寛
正
2
年

（
1
4
6
1
）
ご
ろ
に
景
仲
は
子
で
あ
る
景
信
に
家
事
を
譲

り
、
寛
正
4
年
に
死
去
し
て
い
ま
す
1

景
信
は
、
文
明
5
年
（
1
4
7
3
）
6
月
に
死
去
し
、
嫡
子

で
あ
る
景
春
は
家
事
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
「
景
信
の
弟
で
か

っ
て
家
事
で
あ
っ
た
惣
社
長
尾
忠
政
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
思

景
が
家
事
と
な
り
ま
ま
ち
な
み
に
、
忠
景
は
武
蔵
国
守
護

代
も
兼
務
し
て
い
ま
す
1

思
景
以
後
の
家
事
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
上
杉

顕
定
の
書
状
等
の
状
況
か
ら
足
利
長
尾
氏
の
景
長
が
就
任
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
1
足
利
長
尾
氏
は
、
享
徳
の
乱
の
最

中
で
あ
る
文
正
元
年
（
1
4
6
6
）
に
宗
家
筋
に
あ
た
る
鎌
倉

長
尾
氏
の
景
人
が
古
河
公
方
の
勢
力
下
で
あ
っ
た
足
利
圧
を

抑
え
る
た
め
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
ま
子
で

あ
る
景
長
は
、
永
正
9
年
（
1
5
1
2
）
の
上
杉
顕
定
没
後
の

後
継
争
い
に
お
い
て
、
憲
房
を
支
持
し
て
、
鉢
形
城
に
在
城
す

る
関
東
管
領
顕
実
（
古
河
公
方
成
氏
の
実
子
で
、
顕
定
の
養

子
）
を
追
放
し
ま
し
た
。
景
長
は
憲
房
を
関
東
管
領
に
据
え

る
こ
と
で
、
確
固
た
る
地
位
を
築
き
ま
す
1

大
永
8
年
（
1
5
2
8
）
に
景
長
が
没
す
る
と
、
そ
の
子
憲

長
、
当
長
（
の
ち
に
景
長
と
改
名
）
へ
と
家
事
は
継
承
さ
れ
ま

す
が
、
後
北
条
氏
の
圧
力
に
耐
え
か
ね
た
関
東
管
領
上
杉
憲

政
が
越
後
国
の
長
尾
景
虎
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
に
至
り
、

家
事
が
消
滅
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
1
な
お
、
当
長
は
景

虎
に
服
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
永
禄
5
年
（
1
5
6
2
）
景
虎

が
攻
め
落
と
し
た
館
林
城
に
入
城
し
、
以
後
館
林
長
尾
氏
と

な
り
ま
す
1

3
．
景
春
ま
で
の
白
井
長
尾
氏

（
1
）
景
仲

白
井
長
尾
氏
は
、
景
忠
の
子
で
あ
る
情
景
が
上
野
国
白
井

（
渋
川
市
）
を
拠
点
と
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
そ
の
子

景
守
に
実
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
鎌
倉
長
尾
氏
か
ら
景
仲

を
養
子
に
し
て
、
家
督
を
継
が
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
景
仲
の

母
親
が
白
井
長
尾
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
た
め
で
し
た
。

景
仲
が
活
躍
し
始
め
る
永
享
1
0
年
（
1
4
3
8
）
に
、
室
町

幕
府
第
6
代
将
軍
足
利
義
教
と
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
の
武

力
衝
突
が
発
生
し
ま
し
た
（
永
享
の
乱
）
。
景
仲
の
主
家
と

な
る
関
東
管
領
上
杉
憲
実
は
、
幕
府
側
と
し
て
持
氏
を
滅
亡

さ
せ
、
関
東
管
領
が
鎌
倉
府
を
主
導
す
る
立
場
と
な
り
ま
ま

景
仲
は
、
家
宰
長
尾
忠
政
ら
と
と
も
に
活
躍
し
、
永
享
1
2
年

に
は
武
蔵
国
守
護
代
と
な
り
、
山
内
上
杉
氏
家
幸
の
次
の
地

位
に
の
ぼ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
ま

そ
の
後
、
結
城
合
戦
等
鎌
倉
公
方
側
の
叛
乱
が
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、
幕
府
側
は
打
開
策
と
し
て
持
氏
の
遺
児
成
氏
を

鎌
倉
公
方
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
上
杉
憲
実
は
関
東
管
領
を

引
退
し
、
景
仲
は
憲
実
の
子
で
あ
る
意
思
を
後
任
に
就
か
せ

る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
影
響
力
を
増
大
さ
せ
ま
す
1
文
安

5
年
景
仲
は
家
宰
と
な
り
、
長
尾
氏
一
族
の
最
有
力
者
と
な
っ

て
、
主
家
山
内
上
杉
氏
を
主
導
す
る
存
在
と
な
り
、
扁
谷
上

杉
氏
の
家
雫
で
あ
る
太
田
道
真
（
道
濯
の
父
）
と
並
び
、
「
東

国
不
双
の
案
者
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

両
上
杉
氏
と
鎌
倉
公
方
と
の
対
立
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
宝
徳
2
年
（
1
4
5
0
）
の
「
江
の
島
合
戦
」
で
は
、
鎌

倉
公
方
成
氏
側
が
勝
利
し
た
こ
と
か
ら
、
景
仲
は
家
事
を
解

か
れ
て
い
ま
ユ
㌔
さ
ら
に
、
享
徳
3
年
（
1
4
5
4
）
成
氏
が
関

東
管
領
上
杉
憲
忠
、
家
宰
長
尾
憲
景
父
子
を
鎌
倉
西
御
門

邸
宅
に
て
殺
害
し
た
こ
と
か
ら
、
両
者
の
対
立
は
決
定
的
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
の
関
東
を
ほ
ぼ
東
西
に
二
分
す
る

両
上
杉
氏
と
足
利
成
氏
（
の
ち
に
本
拠
を
下
総
国
古
河
に
移

し
た
こ
と
か
ら
「
古
河
公
方
」
と
称
さ
れ
ま
す
）
側
と
の
争

乱
を
「
享
徳
の
乱
」
と
い
い
、
そ
の
後
2
8
年
間
続
き
ま
し
た
。

再
度
家
事
に
就
任
し
た
景
仲
は
、
寛
正
2
年
ご
ろ
に
は
子
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隻林寺記（別名：御影之記）

吾妻問答

最後に「長尾孫四郎」とある

景
信
に
家
辛
を
譲
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
同
4
年
に
鎌
倉
で

死
去
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
1

（
2
）
景
借

景
仲
の
後
継
者
で
あ
る
景
信
は
応
永
2
0
年
（
1
4
1
3
）

に
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
ま
古
河
公
方
成
氏
と

五
十
子
陣
（
本
庄
市
）
で
対
陣
中
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
房

顕
が
没
し
、
越
後
国
守
護
上
杉
房
定
の
子
で
あ
る
顕
定
を
関

東
管
領
に
就
任
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
、
そ
の
威
勢
を
保
ち

ま
す
1
父
景
仲
や
子
で
あ
る
景
春
と
と
も
に
上
杉
方
の
主
力

と
し
て
活
躍
し
、
文
明
3
年
（
1
4
7
1
）
6
月
に
は
古
河
城

を
攻
め
、
成
氏
を
千
葉
氏
の
も
と
に
逃
れ
さ
せ
る
と
い
っ
た
軍

功
を
あ
げ
て
い
ま
ま
翌
年
成
氏
は
結
城
氏
の
後
援
で
、
古
河

を
奪
還
し
ま
す
が
、
景
信
は
そ
の
騒
乱
の
中
同
5
年
に
死
去

し
、
景
春
が
家
督
を
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

景
信
は
、
軍
功
だ
け
の
人
で
な
く
、
連
歌
師
宗
祇
ら
を

五
十
子
陣
中
に
招
く
な
ど
、
文
武
両
道
の
人
だ
っ
た
よ
う
で

す
二
手
徳
の
乱
の
真
最
中
、
関
東
管
領
上
杉
房
顕
の
死
去
と

顕
定
の
家
督
継
承
、
対
古
河
公
方
戦
略
な
ど
重
要
な
局
面
に

対
処
し
て
い
っ
た
景
信
の
器
量
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

（
3
）
景
春

景
春
は
景
信
の
嫡
子
と
し
て
嘉
吉
3
年
（
1
4
4
3
）

に
生
ま
れ
、
母
は
越
後
国
府
中
長
尾
頼
景
の
娘
と
言
わ

れ
て
い
ま
ま
景
春
に
関
す
る
初
見
の
史
料
は
、
文
正
2
年

（
1
4
6
7
）
に
連
歌
師
宗
祇
が
「
吾
妻
問
答
」
と
呼
ば
れ

る
連
歌
諭
吉
の
写
し
を
「
長
尾
孫
四
郎
殿
」
へ
与
え
た
と
の

奥
書
に
な
り
ま
す
1
そ
の
こ
ろ
、
景
春
は
父
景
信
と
と
も
に

五
十
子
陣
に
滞
在
し
て
お
り
、
文
明
3
年
の
下
野
国
侵
攻
に
一

役
買
っ
て
い
ま
す
1

父
景
信
死
去
後
、
白
井
長
尾
氏
の
家
督
を
継
承
し
た
景
春

は
、
当
然
山
内
上
杉
氏
家
宰
も
継
承
す
る
も
の
と
思
い
ま
し

た
が
、
上
杉
顕
定
は
そ
れ
を
認
め
ず
「
景
春
の
叔
父
に
あ
た

り
、
武
蔵
国
守
護
代
で
あ
っ
た
惣
社
長
尾
忠
景
を
任
命
し
ま

す
ご
J
れ
は
、
年
若
で
あ
っ
た
顕
定
の
一
存
で
は
な
く
、
宿
老
寺

尾
入
道
や
海
野
佐
渡
守
と
の
協
議
の
結
果
で
、
忠
景
が
山
内

上
杉
氏
家
中
の
長
老
的
な
存
在
で
あ
り
、
白
井
長
尾
氏
の
前

の
家
事
は
、
惣
社
長
尾
氏
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
一
般

的
に
は
妥
当
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
春
は
こ
の
処
遇
に
対
し
強
く
反
発
し
た
の
で

した。4
．
長
尾
景
春
の
乱

ギ
・
ノ
払
ぐ
左
甘
寸
ら
一
字
沌
亨
す
け

予
ナ
ナ
巧
守
八
強
考
与
思
す

（
1
）
背
景
と
乱
ま
で
の
経
緯

長
尾
景
春
の
乱
の
経
線
に
つ
い
て
は
「
太
田
道
濯
状
」
が

詳
細
に
伝
え
て
い
ま
す
1

そ
も
そ
も
家
事
は
、
上
杉
氏
の
家
政
と
家
務
を
取
り
仕
切

る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
権
益
を
有
し
、
白
井
長
尾
氏
の
被
官

（
家
人
）
・
傍
輩
（
同
輩
）
ら
は
そ
の
利
害
関
係
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
景
春
が
家
事
に
な
れ
な
い
こ
と
は
彼
ら
に
と
っ

て
も
死
活
問
題
で
し
た
。
景
春
に
同
調
す
る
も
の
は
武
蔵

国
・
上
野
国
・
相
模
国
の
中
の
忠
景
に
対
し
て
不
満
を
抱
い

て
い
る
被
官
・
傍
輩
で
、
そ
の
数
は
2
，
3
千
人
に
も
及
び
ま

し
た
（
「
松
陰
私
語
」
）
。

文
明
6
年
（
1
4
7
6
）
景
春
は
、
一
党
と
と
も
に
上
杉
顕

走
ら
が
滞
陣
す
る
五
十
子
陣
へ
の
通
路
を
封
鎖
し
た
た
め
、

上
杉
方
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
扇
谷
上
杉
氏
の
家
事
で
あ
っ
た
太
田
道
港
が
呼
び
出
さ

れ
、
五
十
子
陣
に
参
陣
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
道
港
は
景
春
か
ら
す
る
と
父
景
信
の
妹
の
夫
、

つ
ま
り
叔
父
に
あ
た
り
ま
宅
景
春
は
、
使
者
を
派
遣
し
、
道

確
の
出
陣
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
道
濯

は
そ
の
ま
ま
進
軍
を
続
け
ま
し
た
。
扇
谷
上
杉
氏
の
宿
老
上

田
上
野
介
が
宿
営
し
て
い
た
小
河
（
比
企
郡
小
川
町
）
に
道

港
が
着
陣
す
る
と
、
飯
塚
（
寄
居
町
桜
沢
付
近
）
陣
か
ら
景



太田道濯状部分（国学院大学図書館蔵）
この中で、道濃は「此の時天子の御旗を差し懸け御退治有る

べき旨申し候虞」と早急な処置を主家に訴えていたことが分

かる。

長井城跡（熊谷市西城）
景春は長井六郎とともにここで上杉軍と戦った。

5

春
自
ら
訪
れ
、
顕
定
と
そ
の
実
兄
で
あ
る
越
後
国
守
護
上
杉

定
昌
を
討
ち
取
る
計
画
を
打
ち
明
け
、
そ
の
計
画
に
支
障
を

き
た
す
か
ら
参
陣
し
な
い
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
道
溝
は
そ

の
要
請
を
断
り
、
五
十
子
に
着
陸
し
、
謀
反
の
計
画
を
顕
走

ら
に
報
告
し
ま
し
た
が
、
顕
定
か
ら
は
な
ん
の
音
沙
汰
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
明
8
年
（
1
4
7
8
）
3
月
に
道
港
が
駿
河
国
今
川
氏

の
内
乱
鎮
圧
に
出
陣
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
景
春
は
鉢

形
城
を
拠
点
と
し
て
叛
乱
を
お
こ
し
ま
ユ
㌔
道
港
は
、
「
其
の

後
景
春
鉢
形
へ
罷
り
移
り
深
く
根
を
成
し
枝
葉
を
広
げ
候
時

は
既
に
御
手
余
り
と
見
え
候
聞
」
と
容
易
な
ら
ざ
る
状
況
を

憂
え
て
い
ま
す
1

（
2
）
乱
の
経
緯
（
鉢
形
城
居
城
の
こ
ろ
）

文
明
9
年
正
月
、
景
春
が
五
十
子
陣
を
襲
撃
す
る
と
、
顕

定
・
扇
谷
上
杉
定
正
、
長
尾
忠
景
ら
は
上
野
国
に
退
去
し
、

武
・
上
・
相
の
三
国
の
景
春
党
も
各
地
で
蜂
起
し
ま
し
た
。

道
港
は
、
ま
ず
在
城
す
る
江
戸
城
と
河
越
城
を
分
断
す
る

位
置
に
い
る
豊
島
泰
経
ら
の
練
馬
・
石
神
井
両
城
の
攻
略
を

図
り
、
4
月
1
3
日
に
江
古
田
原
に
て
豊
島
氏
方
と
戦
い
、
2
8

日
に
は
ほ
ぼ
武
蔵
国
南
部
・
相
模
国
を
平
定
し
ま
し
た
。

5
月
1
3
日
、
道
港
は
両
上
杉
氏
を
五
十
子
陣
に
帰
陣
さ

せ
、
そ
れ
を
受
け
た
景
春
は
上
州
勢
と
と
も
に
五
十
子
・
梅

沢
（
本
庄
市
）
に
布
陣
し
ま
し
た
。
1
4
日
、
道
濯
は
鉢
形
城

と
五
十
子
の
間
の
次
郎
丸
に
進
軍
し
、
出
撃
し
て
き
た
景
春

軍
を
用
土
原
で
打
ち
破
り
ま
し
た
。
景
春
は
、
鉢
形
城
に
龍

城
し
、
両
上
杉
方
に
包
囲
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
危
機
的
な
状
況
に
、
古
河
公
方
成
氏
が
上
野
国
瀧
に

出
陣
し
、
上
杉
方
と
広
馬
場
（
榛
東
村
）
で
対
陣
す
る
こ
と

と
な
り
、
一
時
的
に
景
春
は
命
拾
い
を
し
ま
し
た
。
や
が
て
顕

定
は
成
氏
と
幕
府
の
和
睦
を
上
杉
氏
が
調
停
す
る
こ
と
を
条

件
に
和
睦
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

景
春
党
は
、
和
睦
に
納
得
せ
ず
各
地
で
反
乱
を
続
け
ま

し
た
。
同
1
0
年
7
月
上
旬
、
太
田
道
港
は
、
武
蔵
・
相
模
両

国
の
兵
と
と
も
に
河
越
城
を
出
陣
し
、
1
7
日
に
荒
川
を
越
え

鉢
形
城
と
成
田
陣
の
問
に
布
陣
し
ま
し
た
。
成
氏
は
景
春
に

見
切
り
を
つ
け
た
た
め
、
1
8
日
未
明
に
道
港
は
景
春
の
陣
所

を
攻
立
て
ま
し
た
。
景
春
は
落
ち
延
び
て
い
き
、
成
氏
は
古
河

に
帰
陣
し
ま
し
た
。
こ
の
陣
所
が
鉢
形
城
を
指
し
て
い
る
か

は
、
「
道
濯
状
」
で
は
不
明
で
す
が
、
鉢
形
城
が
道
濯
側
の
手

に
落
ち
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

（
3
）
乱
の
経
緯
（
鉢
形
城
落
城
後
）

扇
谷
上
杉
定
正
・
太
田
道
濯
ら
は
、
山
内
上
杉
顕
定
を

上
野
国
か
ら
武
蔵
国
へ
迎
え
ま
し
た
。
顕
定
の
在
所
に
つ
い
て

議
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
道
港
が
鉢
形
城
を
「
防
備
と

武
蔵
・
上
野
両
国
を
治
め
る
の
に
通
し
た
場
所
」
と
い
う
理

由
で
推
薦
し
た
た
め
、
最
終
的
に
は
鉢
形
城
に
決
ま
り
、
上

杉
方
の
本
陣
と
な
り
ま
し
た
。

同
1
1
年
9
月
ご
ろ
長
井
六
郎
ら
と
と
も
に
長
井
城
（
熊
谷

市
か
？
）
に
移
り
ま
し
た
。
景
春
は
そ
の
後
、
秩
父
を
本
拠
と

し
て
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し
ま
す
1

同
1
2
年
正
月
4
日
、
景
春
が
児
玉
で
蜂
起
し
た
と
こ
ろ
、

道
港
は
塚
田
（
寄
居
町
赤
浜
）
に
出
陣
し
、
定
正
は
河
越
城

か
ら
1
3
日
に
沓
掛
（
深
谷
市
）
に
進
軍
し
ま
し
た
。
景
春
の

飯
塚
陣
に
夜
襲
を
か
け
よ
う
と
協
議
し
ま
し
た
が
、
景
春
は

そ
れ
に
気
づ
き
、
秩
父
に
退
き
ま
し
た
。
2
0
日
、
景
春
は
越
生

に
進
軍
し
ま
し
た
が
、
龍
穏
寺
に
滞
在
し
て
い
た
太
田
道
真

に
敗
れ
て
、
秩
父
に
退
却
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
道
港
は
長

井
城
を
大
石
氏
と
と
も
に
攻
め
、
攻
略
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
顕
定
は
、
景
春
の
秩
父
の
拠
点
で

あ
る
日
野
城
（
秩
父
市
）
攻
略
の
た
め
、
鉢
形
城
を
出
陣
し
、

大
森
（
秩
父
市
か
？
）
に
布
陣
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
上
杉
方
に
協
調
的
で
あ
っ
た
古
河
公
方
成
氏
は



日野城跡（秩父市荒Jl旧野）

景春は高佐須城落城後ここで龍城したといわれている。

6

と
道
港
は
と
ら
え
て
い
た
よ
う
で
宅
特
に
寺
社
は
い
ま
ま
で

の
よ
う
に
、
所
領
に
命
令
が
行
き
届
か
な
く
な
り
、
国
衆
な

ど
の
有
力
在
地
領
主
に
横
領
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
中
世
的
世

界
の
秩
序
」
は
崩
壊
し
、
実
力
に
よ
る
支
配
に
変
化
し
て
い
き

ま
ま
そ
れ
は
、
城
を
中
心
と
し
た
領
地
支
配
を
乱
立
さ
せ
、

集
合
離
散
を
経
な
が
ら
群
雄
割
拠
の
様
相
を
呈
し
て
い
き
ま

宅
ま
さ
に
戦
国
時
代
の
到
来
で
宅
景
春
の
乱
は
、
関
東
の

戦
国
時
代
幕
開
け
を
告
げ
る
大
事
件
で
あ
り
、
そ
れ
に
敏
感

に
反
応
し
て
い
た
の
が
、
景
春
党
と
乱
を
掃
討
し
た
道
濯
自

身
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

道
港
は
上
杉
氏
を
守
る
旧
体
制
派
で
し
た
が
、
皮
肉
に
も

守
ろ
う
と
し
た
主
家
に
よ
り
非
業
の
死
を
遂
げ
て
し
ま
い
ま

した。景
春
の
乱
が
成
功
し
て
い
れ
ば
、
越
後
国
の
長
尾
為
景

（
景
虎
の
ち
の
上
杉
謙
信
の
父
）
や
伊
勢
宗
瑞
（
北
条
早
雲
）

の
よ
う
に
戦
国
大
名
へ
成
長
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
1

態
度
を
豹
変
さ
せ
、
景
春
支
援
の
動
き
を
見
せ
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
幕
府
と
の
和
睦
交
渉
を
上
杉
氏
が
取
り
組
ま
な
い

こ
と
に
業
を
煮
や
し
、
代
わ
り
に
景
春
が
遂
行
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
1

さ
ら
に
、
道
濯
は
6
月
1
3
日
秩
父
に
参
陣
し
、
顕
定
の
命

を
受
け
、
2
4
日
に
日
野
城
を
落
城
さ
せ
、
景
春
は
成
氏
の
も

と
に
逃
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
ま
こ
こ
に
足
か
け
4
年
に
わ

た
る
「
長
尾
景
春
の
乱
」
が
よ
う
や
く
終
結
し
ま
し
た
。

（
4
）
意
義

長
尾
景
春
の
乱
は
、
当
初
「
山
内
屋
裏
之
義
」
と
い
わ
れ

た
よ
う
に
山
内
氏
内
部
の
抗
争
と
い
う
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、

太
田
道
液
状
に
も
あ
る
よ
う
に
単
な
る
叛
逆
で
な
く
天
子
の

「
錦
の
御
旗
」
を
掲
げ
て
追
討
す
る
よ
う
な
、
大
き
な
争
乱

5
．
乱
後
の
景
春

道
港
の
死
後
、
両
上
杉
氏
は
敵
対
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
を
長
享
の
大
乱
（
1
4
8
7
～
1
5
0
5
）
と
呼
び
ま
ま

景
春
は
乱
終
息
後
、
古
河
公
方
の
も
と
に
逃
れ
、
都
都
の
和

睦
に
尽
力
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

長
享
2
年
（
1
4
8
8
）
6
月
須
賀
谷
原
合
戦
（
嵐
山

町
）
・
1
1
月
高
見
原
合
戦
（
小
川
町
）
で
は
扇
谷
上
杉
定
正

等
が
顕
定
軍
に
勝
利
し
ま
す
が
、
景
春
は
定
正
に
味
方
し
て

参
戦
し
、
定
正
か
ら
は
殊
勲
第
一
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
武
功
を

あ
げ
ま
し
た
。
須
賀
谷
原
合
戦
で
は
、
景
春
は
山
内
上
杉
側

と
し
て
参
戦
し
て
い
た
地
元
の
豪
族
藤
田
氏
と
戦
い
、
「
然
而

長
尾
左
衛
門
入
道
藤
田
ノ
手
二
撃
勝
」
と
勝
利
し
て
い
ま
ま

こ
の
こ
ろ
、
景
春
は
出
家
し
「
伊
玄
」
と
名
乗
り
ま
し
た
。

明
応
3
年
（
1
4
9
4
）
1
0
月
5
日
、
高
見
原
の
戦
い
に
て

定
正
が
荒
川
渡
河
の
折
に
落
馬
し
、
そ
の
傷
が
原
因
で
急
死

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
古
河
公
方
成
氏
・
政
氏
親
子
は
山

内
側
に
転
じ
ま
し
た
が
、
景
春
は
、
山
内
氏
に
従
属
す
る
こ

と
を
よ
し
と
せ
ず
二
扇
谷
側
の
立
場
を
堅
持
し
ま
し
た
。

扇
谷
氏
の
勢
力
が
目
に
見
え
て
衰
え
て
い
く
中
、
永
正
2
年

（
1
5
0
5
）
3
月
河
越
城
の
朝
良
（
定
正
の
養
子
）
は
包

囲
し
て
い
た
顕
定
に
降
伏
し
、
一
連
の
争
乱
は
こ
こ
に
終
焉
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
、
景
春
は
山
内
上
杉
氏
に
帰
属
し
た
よ
う
で

す
1

永
正
4
年
、
越
後
国
守
護
上
杉
房
能
（
顕
定
の
弟
）
が
越

後
国
守
護
代
長
尾
為
景
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
顕
定
は
、
為
景
追
討
の
た
め
永
正
6
年

7
月
に
関
東
勢
を
率
い
て
越
後
国
に
出
陣
す
る
と
、
8
月
扇

谷
上
杉
氏
に
従
っ
て
い
た
伊
勢
宗
瑞
が
為
景
を
支
援
す
る
た

め
、
両
上
杉
氏
領
国
へ
侵
攻
し
ま
し
た
。
翌
年
景
春
も
為
景
・

宗
瑞
に
味
方
し
て
、
相
模
国
津
久
井
山
に
陣
を
張
り
ま
し
た
。

顕
定
は
、
越
後
国
で
横
死
す
る
直
前
に
長
尾
景
長
に
宛
て
た

書
状
で
、
景
春
の
行
動
を
「
不
思
議
の
次
第
」
と
驚
き
、
「
一

代
両
度
の
不
義
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
ま
す
1

そ
の
後
景
春
は
上
野
国
で
活
動
し
ま
す
が
、
や
が
て
没
落

し
て
、
同
9
年
に
は
宗
瑞
を
頼
り
駿
河
国
に
在
陣
し
て
い
た

ょ
ぅ
で
、
足
跡
が
追
え
る
の
は
こ
こ
ま
で
で
す
∵
讐
林
寺
に
伝

わ
る
「
御
影
之
記
」
で
は
白
井
城
在
城
の
ま
ま
同
1
1
年
8
月

2
4
日
に
7
2
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
、
墓
所
と
伝
わ
る
供
養

塔
は
渋
川
市
空
恵
寺
に
存
在
し
て
い
ま
ま
な
お
、
秩
父
に
も

景
春
の
墓
と
伝
わ
る
石
造
物
が
法
雲
寺
（
秩
父
市
）
に
存
在

し
て
い
ま
ユ
㌔



紺糸威餓鬼胴具足（長林寺所蔵）
足利長尾氏の菩提寺である長林寺に伝わる甲青で、長尾

家の家紋である九曜巴紋が眉庇などにはとこされている。

（足利市指定文化財）

7

6
．
景
春
以
後
の
白
井
長
尾
氏

（
1
）
景
英

長
尾
景
春
の
嫡
子
景
英
は
、
文
明
1
1
年
（
1
4
7
9
）
の
生

ま
れ
で
、
母
は
沼
田
意
義
（
泰
輝
）
の
姉
妹
と
思
わ
れ
ま
宅

黒
田
基
樹
氏
の
説
に
よ
る
と
妻
は
足
利
長
尾
景
人
の
娘
で
、

後
に
家
宰
と
な
る
足
利
長
尾
景
長
の
姉
妹
で
あ
っ
た
と
し
て

い
ま
す
1

山
内
上
杉
氏
に
対
し
、
白
井
・
足
利
長
尾
両
氏
は
敵
対
し

て
い
ま
し
た
が
、
明
応
4
年
（
1
4
9
5
）
頃
に
足
利
長
尾
氏

は
山
内
上
杉
氏
へ
帰
屈
し
た
よ
う
で
す
1
景
英
は
、
足
利
長
尾

景
長
の
調
停
に
よ
り
山
内
側
に
復
帰
し
た
と
思
わ
れ
、
景
春

と
は
裸
を
分
か
ち
、
明
応
5
年
以
降
は
山
内
氏
側
と
し
て
史

料
に
登
場
し
ま
篭
顕
定
没
後
、
関
東
管
領
職
を
継
い
だ
上

杉
顕
実
（
顕
定
の
養
子
で
成
氏
の
子
と
い
わ
れ
て
い
る
）
を
憲

実
と
と
も
に
攻
め
て
い
ま
す
（
永
正
の
乱
）
。

「
聖
林
寺
伝
」
に
よ
る
と
、
景
英
は
大
永
7
年
（
1
5
2
7
）

1
2
月
5
日
に
死
去
し
、
墓
所
は
、
渋
川
市
空
恵
寺
と
さ
れ
て

い
ま
ま
ま
た
、
前
橋
市
西
大
童
に
あ
る
「
め
い
が
ん
様
」
と

呼
ば
れ
る
五
輪
塔
が
景
英
の
供
養
塔
と
伝
え
ら
れ
、
「
為
明

厳
宗
哲
禅
定
門
」
と
景
英
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
ま
こ
の

五
輪
塔
は
地
元
で
は
景
春
の
墓
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま

ま
ま
た
、
大
童
神
社
は
大
室
城
跡
と
い
わ
れ
、
景
英
が
こ
こ

で
隠
居
し
、
そ
の
後
城
代
で
あ
る
牧
和
泉
守
が
居
城
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
句

（
2
）
景
誠

景
春
の
嫡
孫
に
あ
た
る
景
誠
は
、
永
正
4
年
（
1
5
0
7
）

の
生
ま
れ
で
、
母
は
長
尾
景
人
の
娘
と
い
わ
れ
て
い
ま
ま
妻

は
箕
輪
城
主
長
野
業
正
の
姉
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
ま
景

誠
は
、
大
永
4
年
（
1
5
2
4
）
に
は
家
督
を
継
い
で
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
享
禄
2
年
（
1
5
2
9
）
2
3
歳
で
亡
く

な
り
、
自
害
し
た
と
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
1

景
誠
に
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
長
野
業
正
が
調
停

に
乗
り
出
し
、
惣
社
長
尾
顕
景
の
子
憲
景
を
当
主
と
し
て
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
景
春
の
血
統
は
途
絶
し

た
と
思
わ
れ
ま
ま
ま
た
、
景
誠
の
娘
は
業
正
の
嫡
子
に
嫁
い

で
い
る
こ
と
か
ら
、
長
野
氏
と
の
密
接
な
関
係
を
築
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（
3
）
景
誠
以
降

景
誠
の
後
継
者
で
あ
る
憲
景
は
、
永
正
8
年
（
1
5
1
1
）

に
惣
社
長
尾
顕
貴
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
元
は
景

房
と
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
上
杉
憲
政
か
ら
名
を
も
ら

い
憲
景
と
名
乗
り
ま
し
た
。
長
野
業
正
の
調
停
に
よ
り
、
白

井
長
尾
氏
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
憲
政
が
越
後

国
へ
出
奔
後
は
、
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
と
連
携
し
、
反
後

北
条
・
武
田
と
し
て
活
躍
し
ま
ま

憲
景
は
、
神
流
川
合
戦
後
に
後
北
条
氏
側
と
な
り
、
天
正

1
1
年
（
1
5
8
3
）
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
∵
貰
景
の
後
継
は

輝
景
で
、
上
杉
輝
虎
（
謙
信
）
の
一
字
を
も
ら
っ
て
い
ま
ま
先

の
と
お
り
、
神
流
川
合
戦
後
は
後
北
条
氏
に
仕
え
、
弟
の
烏

坊
丸
（
氏
政
の
一
字
を
も
ら
い
政
景
と
名
乗
る
、
別
名
景
広
）

を
北
条
民
政
の
も
と
へ
人
質
に
出
し
ま
す
が
、
白
井
長
尾
氏

家
中
は
、
輝
景
派
と
氏
政
派
の
対
立
が
深
ま
り
ま
し
た
。
同

1
3
年
、
弟
で
あ
る
政
貴
は
小
田
原
か
ら
帰
国
す
る
と
反
北
条

派
で
あ
る
大
童
城
の
牧
氏
を
攻
め
滅
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
ま
一

説
で
は
輝
景
を
隠
居
さ
せ
、
当
主
と
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
1輝

景
は
小
田
原
攻
め
の
後
、
越
後
国
上
杉
景
勝
（
越
後

国
上
田
長
尾
氏
出
身
）
に
仕
え
た
と
い
わ
れ
、
の
ち
に
政
景

に
家
督
を
譲
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
ま
政
景
は
、
一
時
田
中
景

広
と
名
乗
り
ま
す
が
、
景
勝
の
命
に
よ
り
長
尾
に
復
姓
し
ま

す
1
景
広
は
侍
頭
と
し
て
米
沢
上
杉
氏
に
仕
え
、
寛
永
3
年

（
1
6
2
6
）
に
死
去
し
ま
し
た
。



長尾景春年表

年月日 �長尾景春の行動 �年齢 

嘉吉3 �●この年、長尾景春生まれる。母は越後長尾頼景 �1歳 
（1443） �の娘。 

応仁元　3月23日 �●長尾景春、連歌師宗祇より「吾妻問答」を書写 �25歳 
（1467） �される。仮名孫四郎を称す。 

文明3　　4月15日 �●長尾景信・景春、足利長尾景人ら、足利成氏方 �29歳 
（1471） �の下野国赤見・樺崎城（足利市）をおとす。 

5月23日 �●長尾景信・景春、惣社長尾忠景ら、上野国館 杯城をおとす。 

文明5　　6月23日 �●長尾景信死亡。嫡子景春が家督を継ぐ。山内上 �31歳 
（1473） �杉氏家辛には景信の弟惣社長尾忠景が就任す 

る。 

文明6 �●この年、景春、上杉顕定への反抗の姿勢を強め、 �32歳 
（1474） �五十子陣への通路を塞ぐ。 

文明7 �●この年、景春、五十子陣に向かう太田道藩に参 �33歳 
（1475） �陣無用の旨を伝えるも、道濯出陣する。 

●道濯、途中の上田上野介在陣の小川（比企郡） 
に着陣。景春飯塚（寄居町桜沢）から出向き参 
陣中止を要請。 

文明8　　3月 �●太田道濯、今川家の家督相続争い介入のため、 �34歳 
（1476） �江戸から出陣。 

6月 �●景春、五十子陣から鉢形城に移る。 

文明9　1月18日 �●景春、五十子陣を攻め、上杉顕定・上杉是正ら �35歳 
（1477） �は上野へ退く。 

4月28日 �●太田道濯、豊島勘解由左衛門厨の石神井城を 
攻略。 

5月14日 �●景春、武蔵国用土原（寄居町用土）に太田道濯、 
長尾魚雷らと戦い敗れ　害田　寄居町宮田　へ 

7月 �　′じj戸＿ 逃げる。 

●足利成氏、自ら兵を率いて上野国瀧（高崎市） 
に出陣、景春を援ける。 

文明10　1月2日 �●上杉氏と足利成氏は和睦する。 �36歳 

（1478）7月17日 �●太田道濯、荒川を越え鉢形と成田（熊谷市）の 

問に陣を張る。 

7月18日 �●太田道濯、足利成氏の要請により景春の陣所を 
攻め、後退させる。鉢形城落城する。 

文明1111月28日 �●太田道濯、景春方の長井城攻略のため、江戸城 �37歳 

（1479） �を出陣し、翌日に久下（熊谷市）に布陣。 

文明12　1月4日 �●景春、武蔵国児玉で蜂起する。 �38歳 

（1480）1月20日 �●景春、越生へ出陣、太田道真に敗れ、秩父郡に 

後退する。道濯、大石氏とともに長井城を攻略。 

1月27日 �●上杉顕定、景春の拠点である日野城を攻略する 
ために鉢形城を出陣し、大森に着陣する。 

2月25日 2月下旬 �●足利成氏、景春を上杉長棟の名代とし、都郡和 
睦の斡旋を細川改元に頼む。同日、景春、和睦 
の儀につき、改元への披露を小笠原備後守に依 

頼する。 
●景春の高佐須城（塩沢城）、大串弥次郎の寝返 
りにより落城する。 

6月24日 �●景春、太田道濯により籠城する秩父日野城を攻 
略され、秩父から没落する。 

文明18　7月26日 �●太田道濯、相模糟屋の上杉定正館にて殺害され �44歳 
（1486） �る。 

長享2　　6月7日 �●扇谷上杉是正、山内上杉顕定と武蔵国勝原で合 �46歳 
（1488） �戦、勝利する。景春は是正に味方し、定正より 

殊勲第一と称さる。景春は左衛門入道・法名伊 

11月15日 �玄を称する。 ●両上杉氏は武蔵国高見原（小川町）に戦う。扇 

谷上杉是正は景春と大森氏族の助けをうけ、勝 
利する。 

明応5　　7月4日 �●景春、扇谷上杉氏方として伊豆国伊勢宗瑞の弟 �54歳 
（1496） �弥次郎とともに、相模国において山内上杉方白 

井長尾景英らの陣城を攻撃、景英らの迎撃にあ 
い敗北する。 

永正7　　6月12日 �●長尾景春は上杉顕定から離反して、長尾為景・ �68歳 
（1510） �伊勢宗瑞に味方し、相模国津久井山に移る。 

永正8 �●この年、景春は甲斐国内から武蔵国に進軍す �69歳 
（1511） �る。 

永正91月27日 （1512） �●景春、駿河国に在陣する。 �70歳 

永正118月24日 （1514） �●景春死去。 �72歳 

「長尾景春と秩父」

秩父地方には長尾景春に関する伝承が数多く残っていま

す。例えば日野城と推定される熊倉城周辺の賀川地区の

熊野神社には「御殿ざさら」なる獅子舞が伝わっています

が、熊倉城主長尾景春のお召しにより城中御殿にて舞っ

たことが由来とされますもまた、小鹿野町塩沢城は「道濯

状」の高佐須城と推定されていますが、城の裏手（南側）

の麓にある小谷は、夜討沢と呼ばれ、嶋村近江守と小沢

左近らが夜中に攻め上り、景春が落ちて行ったと伝わっ

ています。このような伝承から、古くから長尾氏の所領が

あったと思われ、小鹿野町薄地区の御霊神社は長尾氏

が勧進したと伝わっています。

展示資料

「長尾氏位牌」「御影之記」「平姓長尾正統系図」／讐林寺蔵

「讐林寺伝」「吾妻問答」奥書写（須美田河）「松陰私語」（続群書類

従）「足利成氏書状写」（小山氏文書）「上杉是正書状写」（古語文）
「大森氏頼書状写・上杉憲房書状写」（武家事紀）「上杉顕定書状写」

（松平義行所蔵文書）／国立公文書館蔵

「上杉顕定書状」（赤堀文書）「足利成氏書状」（安保文書）「畠山政

長書状写（報恩寺年譜）」（小室家文書）／埼玉県立文書館蔵

「紺糸威餓鬼胴具足」「長林寺本長尾系図」／長林寺蔵

「足利成氏書状（複写）」（別府文書）／個人蔵

「木造太田道濯像（複製）」／川越市博物館蔵

「太田運漕状」／国学院大学図書館蔵

「太田道濯軍配（複製）」／埼玉県立歴史と民俗の博物飼蔵

「秩父志」／秩父市教育委員会蔵

三嶋神社鰐口／三嶋神社蔵

「長尾景長（当長）諾状」「長尾顕長判物」（北爪文書）／鉢形城歴
史館蔵
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